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Abstract: The curriculum standards  for  elementary  social  studies  of China which  is 
published  in 2002,  showed  that “inquiry  learning, experience  learning, problem-solving 
learning” is the most  important ways to study morality and society  (Chinese elementary 
social studies textbook).　On the  instructional  theory reform of China,  there was a  lot of 
new method for social studies which is introduced from Japan or U.S.A.　The aim of this 
paper is the following three. 1) to analyze the example lesson plans which is used by the 
new method  in  the  teacher’s guidebook developed by BEIJING Normal University 
Publishing Company; 2)  to  show what  is  the  feature of  the  instructional  theory  in  the 
teacher’s guidebook; 3) to see what has changed in social studies and show the significance 
of the instructional theory reform of modern China.
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１．はじめに

1.1　問題意識
　中国において，1982年に出された「教学大綱」1）は，
習得すべき知識を定め，1990年代応試教育の中心とな
り，暗記主義の隆盛を引き起こすことになってしまっ
た。中国国家教育部によって行われた「小中学生の学
習方法に関する調査」2）では，1990年代の義務教育段
階の主な教授・学習方法は，受動的な接受式方法で
あったことを明らかにしている。このような単一的で，
受動的な学習方式のため児童・生徒にとっては面白く
ない授業，興味をひかない授業，負担が重いと感じる
授業となっていた。これらの事実は，児童・生徒の創
造力および実践能力の育成にとっても，大きな課題に

なっていた。このように，伝統的な応試教育のため受
動的，単一的な学習方式を変革しなければならないと
いう課題意識が，20世紀末には生まれていたと考える
ことができる。
　このような教育課題を克服するために，2001年「基
礎教育改革綱要」の発表に伴い，素質教育改革が始まっ
た。それに基づく新課程標準や教科書の作成において，
児童・生徒の自主的な学習が提唱されるようになって
くる。このように，素質教育改革は，単なる授業改善
の方法ではなく，授業論の改革ともいえるものであっ
た。2002年版小学校「品徳と社会」課程標準3）の中で
は，「体験学習」「探究学習」「問題解決学習」が中国
社会科の重要な教授方法として提唱されている。この
ように中国における素質教育改革の推進に伴い，従来
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に比べ，様々な新しい社会科授業方法が提唱されて
くる。
1.2　研究の対象と先行研究
　北京師範大学出版社版「品徳と社会」教科書（以下
「北京版教科書」と略記する）は，課程標準の編集者
たちによって作成されてきた最初のモデル教科書であ
る。同出版社の教師用指導書の付録では，授業改善の
方法として「体験学習」「探究学習」「問題解決学習」
を取り入れていることが示されている。この教師用指
導書は，これらの学習方法の採用を通して，授業論改
革を意図した代表的なものとなっている。
　本稿では，北京版教科書及び教師用指導書を取り上
げ，これらの新しい社会科授業論について，以下の３
点を中心に明らかにしていきたい。

①　どのように授業に取り入れられているか。
②　どのような特質を持つものであるのか。
③　それらはどのような意義を持つものであるか。

　これらに答えようとする先行研究には，大きく２つ
のタイプがある。
　第１は，単なる紹介研究である。沈暁敏（2005）論
文では，教科書の編集者として，公民意識や公共意識
を育成する観点から上海科学教育出版社版「品徳と社
会」教科書の編成原理や狙いを詳しく紹介している。
また，近年，日本に留学している中国留学生によって，
中国の社会科に関する紹介が試みられている。許芳
（2007）論文では，上海市の小学校「品徳と社会」教
科書の内容を中心に紹介している。
　第２は，授業構成の改革を中心に考察した研究であ
る。代表的なものに，蔡秋英による新総合社会科の内
容構造を解明しようとした研究がある。蔡秋英（2008）
論文では，「思想政治教育」から「公民教育」へとい
う視点から，中国における社会系教科教育課程改革の
全体像について内容編成を中心に明らかにしようとし
ている。特に2003年までの社会系教科の内容編成理論
を系統的に整理した歴史的な研究である。
　本研究では，以上の先行研究と異なり，課程標準や
教科書の分析にとどまらず，教育改革の視点から，教
師用指導書の中にある授業計画までも分析の対象と
し，その背後にある授業論の特質とその意義を明らか
しようとするものである。
1.3　分析の方法
　本研究では，以下の手順と方法で研究を行う。
①「北京版教科書」を取り上げ，その内容構成を中心
に分析することを通して，教科書の全体構成と編成
原理を明らかにする。また，教師用指導書から「体

験学習」「探究学習」「問題解決学習」の典型的な授
業例４）を抽出する。

②「体験学習」の典型的な授業例を取り上げ，問いと
知識の構造を中心に分析を行い，その特色を明らか
にする。
③「探究学習」の典型的な授業例を取り上げ，同様の
視点からに分析を行い，その特色を明らかにする。
④「問題解決学習」の典型的な授業例を取り上げ，問
いと知識の構造を中心に分析を行い，その特色を明
らかにする。
⑤最後に②③④を通して，現代中国小学校社会科の授
業論の特質をまとめると同時に，その今日的な意義
を明らかにする。

２．北京師範大学出版社版「品徳と社会」
の構造

　表１で示しているように，北京版教科書は，小学校
第３～６学年の児童を対象に，各学年上下巻で，全８
冊から構成されている。第３，４学年は，主に家庭，
学校，児童が住んでいる地域社会，故郷を中心に学習
する。第５，６学年では，自国，世界の内容を中心的
に展開している。
　このように，「品徳と社会」の内容編成は，社会生
活に必要な人間関係，社会規範，法律，制度などにお
ける社会的価値と時間，空間，文化，自然，環境など
の社会的な事実を総合的に取り上げ，個人，家庭，学
校，地域社会（故郷），国家，世界と同心円的に拡大
して児童・生徒のすべての生活領域にわたり組織され
ている５）。
　すなわち，「品徳と社会」の編成原理は，同心円拡
大原理であると言える。それは，従来の網羅主義の教
育内容に比べ，特定テーマを深く学習し探究すること
ができるようになっている。

３．「体験学習」による社会科授業
―主題「障害者を援助する」の場合―

3.1　「体験学習」授業例の概要
　北京版教科書の３学年（上）第３単元「私たちの生
活」は，人々の交流や相互理解に関して学習する単元
である。この単元は，「一緒に生活する人々」「私達の
生活を支える人々」「お爺さん，お婆さん」　「障害者
を援助する」という４つの主題から構成されている。
　異なる生活環境を持っている隣人の関係から，人々
の親切な関係を理解する。一緒に暮らしている人々は，
矛盾が発生する可能性を知り，その時の相互理解と道
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徳的な意義を理解する。次に，周りの様々な業者と労
働者を観察し，彼らの労働と自分の生活との関係を考
えさせ，他者，労働者に対する尊敬の態度を形成させ
る。最後に，模擬・体験活動を通して，老人や生活障
害者を尊敬する，あるいは愛する態度を育てる。この
ように，認識範囲を拡大し，異なる環境で生活してい
る人々，特に同級生の生活をも関心もち，幸せな生活
を大切にしようとする単元である。
　ここで取り上げるのは課題４「障害者を援助する」

である。
　１時間目の「障害者に親しむ」では，児童は，目，足，
耳が不自由な人々の生活（以下①～④の活動）を模倣
することを通して，障害者たちの不便な苦しい生活を
体験する。そのことを通して，生活するために健常者
が考えられないように努力していることを理解させる
のが１時間目の授業である。
①片手でコートを着ることを模擬する。
②布を目に被って，目標に向かって歩く。

表１.　北京版教科書の内容構成
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③手話を使って，他人と交流する。
④杖をついて歩くことを模擬する
　２時間目「毎日が障害者援助の日」では，毎年５月
19日の「障害者援助の日」に，自分が住んでいる地域
で行われてきた障害者の援助活動について討論する。
それを通して，児童の障害者に対する尊重意識，関心
を高める。
　さらに，障害者専用の公共施設を観察し，小学生は，
どのように障害者を応援するのかを討論する。障害者
への応援はわずか1日に限られたことではなく，毎日
でも援助すべきであるという主題に対応している。
3.2　｢ 体験学習 ｣授業例の分析
（１）問いの構造
　本単元は，図１のような問いの構造になっている。
単元全体のMQは「障害者に対してどのように考え
るか」である。Q１「障害者はどのような人間である
か」，Q２「障害者の生活はどのようか」，Q３「障害
者はどのように努力して生活しているのか」，「Q４
我々はどのように障害者を応援するのか」という単線
的な問いの構成である。このように，本単元問いは主
に「どのように，どのような」の発問である。

図１．「障害者を援助する」の問いの構造

（２）　知識の構造
　知識の構造は，図２のようになる。まずは，A1「身
体のある部分に障がいがある人間を障害者という」か
ら，障害者の生活に関心を導く。次に，A2「身体障
害者の生活は非常に不便である」，A3「障害者が健常
な人のように学習，生活，働くためには，一般の人が

図２.「障害者を援助する」の知識の構造

考えられない困難を克服している」によって障害者の
生活を児童・生徒に体験させる。最後に，A４「障
害者への応援は１日に限られたことではない，健康な
人はいつでも障害者を確実に応援する必要がある」を
通して，MA「障害者を確実に応援することが必要で
ある」という知識を習得するような構造になっている。 
3.3　「体験学習」授業例の特色
　以上に考察した「体験学習」の授業例の特色は，以
下の３点であると考えられる。
　第１に，「体験学習」は，児童の生活経験から始まり，
学習活動は主体的な模擬活動を中心に行われているこ
とである。
　第２に，「体験学習」は，「どのように，どのような」
という形式の問いが用意され，それに答える活動を中
心に展開していることである。
　第３に，障害者の生活の中の不便な場面を取り上げ，
それを共感させるようになっていることである。この
ような追体験活動を通して，障害者に対する同情心や
援助する意識など正しい態度を形成させるようになっ
ている。

４．「探究学習」による社会科授業
―主題「人類は土地で耕作する」の場合―

4.1　「探究学習」授業例の概要
　４学年（下）第１単元「土地は我々を育てる」は，「人
類は土地で耕作する」「希望を与える土地」「農業は人
類文明の揺りかご」という３つの主題から構成されて
いる。
　探究学習の授業例は，主題「人類は土地で耕作する」
である。本主題は，「大根の物語」「種蒔きから収穫ま
で」「ニュニュの困惑」という３つの課題から構成さ
れている。
　ここで取り上げるのは課題「種蒔きから収穫まで」
である。「種蒔きから収穫まで」は，以下の６点の授
業目標が設定されている。

①農業生産には，季節的な特徴があることと，農業の
生産の周期は長くて，農期に準ずることが大切であ
ることを理解する。
②我々の祖先が長期的な生産実践の中で総括して得た
24節気を理解する。
③農業生産には地域性があることを理解する。地域に
よって栽培に適切な農作物には，規則性がある。
④農業労働を尊重するとともに，我々の祖先による自
然規則を理解した偉大な創造を誇りに思う態度を形
成する。



― 83 ―

現代中国における小学校社会科授業論の改革
―北京師範大学出版社版「品徳と社会」教師用指導書の分析を通して―

⑤ 我が国の領土の広さを知り，農業発展の歴史は長く，
農産品の種類と数は非常に豊富であることを理解す
る。

⑥ 土地は，人類に豊富な食物を提供し，人類の生存を
保障してくれていることを知る。我々を育ててくれ

ている土地に敬意を払う。
　
　課題「種蒔きから収穫まで」の具体的な学習過程は，
表２に示しているとおりである。

表２．　「種蒔きから収穫まで」の学習過程６）
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4.2　「探究学習」授業例の分析
（１）問いの構造
　本単元の問いの構造を示せば，図３（右）のように
なっている。本単元のMQは，「なぜ中国の農産物は，
このように分布しているか」である。中国における農
業分布の原因を探るために，その下に SQ１と SQ２
が設定されている。具体的には，自然要素と地域要素
に分けられている。前者は，SSQ １～SSQ ３で大根
の事例，日光，温度，四季の特徴などの一連の問いで
農作に影響している自然要素を導かせる。後者につい
ては，SSQ４と SSQ ５の問いで，農業分布の地域的
な要因を明らかにすることになる。
（２）知識の構造
　以上の問いの構造に対応して，本単元の知識の構造
を示せば，図４のようにまとめることができる。SSA
１～SSA ３では，「大根に適切時期」「特定な時期の
日当たりと温度が農作への影響」「農作の自然規則に
よって形成した24節気」などの知識によって SA１を
支えている。
　一方，SSA４「農作物の栽培は季節だけに関係し
ていることではなく，地域の条件にも関係している」

と SSA５「南の方の温度は高すぎ，湿度も高く，小
麦の成長に適切ではない」のような事実的な知識の習
得によって SA２を支えている。
　最終的に SA１，SA２に基づいて，MA「農作物
の成長は幾つかの適切な条件が必要である。その中で，
日光，温度，水分，土壌などは最も重要な条件であり，
土壌や気候条件によって，農作物の地域的な分布は一
定の規則性がある」ことを明らかにした。 

図３.「種まきから収穫まで」の問いの構造

図４．「種まきから収穫まで」の知識の構造
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4.3　「探究学習」授業例の特色
　課題「種まきから収穫まで」の授業例の特色は，以
下の３点にまとめることができる。
　第１に，小単元のMQは，主に「なぜ」のような
探究的な問いとなっていることである。したがって単
元全体探究的な授業展開となっていると考えられる。
また，単元全体の知識の構造と問いの構造は一致して
いる。
　第２に，知識の構成については，地理学における農
業分布論のようなより質の高い社会諸科学の成果が取
り入れられていることである。中国の農業分布の特色
から，その背後にある地理学や農学の科学的な法則を
児童に身につけさせようとしている。
　第３に，授業の形態については，単元全体が写真の
読み解き，事前調査，全クラス討論，発表など，児童
に思考・判断を求める主体的な学習活動が取り入れら
れていることである。このことは，児童の学習意欲を
高めるとともに，思考・判断・表現力も育成しようと
していると考えられる。

５．「問題解決学習」による社会科授業
―主題「地球のガードマンになろう」の場合―

5.1　「問題解決学習」授業例の概要
　６学年（下）の第５単元「地球は美しい」は「地球
は人類共同の家である」「世界を見よう」「地球のガー
ドマンになろう」という３つの主題から構成されて
いる。　
　問題解決学習の授業例は，主題「地球のガードマン
になろう」である。本主題は，主に「地球は誰のもの」

「水の危機」「緑を種まき，希望を種まき」「生活中の
ゴミ」「空気を浄化して，環境を保護する」という５
つの課題から構成されている。　
　本主題は，教師指導用書では「問題解決学習」の典
型単元として示されている。本主題の学習を通して，
児童は「人類は地球の主人公ではない，それは，他の
生物と共有するものである」を認識し，「人類は，積
極的に環境を保護し，自然との関係をよく処理するこ
とこそ，本当の持続可能な発展が実現できること」を
自覚させるような内容である。
　ここで取り上げるのは，課題５「空気を浄化して，
環境を保護する」である。具体的な学習過程は表3の
ようになっている。この課題は，大気汚染問題に関す
る知識を理解する上で必要な批判的な思考能力を高
め，汚染問題を多角的に考えさせ，初歩的に持続可能
な発展の思想を理解させることをねらいとしている。
　１時間目では，テレビ番組でよく使われている空気
汚染のレポートから問題を提起し，大気汚染源の小テ
ストを行い，「1930年ベルギーのムーズ川谷煙・雲事
件」，「1943年アメリカ西南部ロサンゼルス化学煙・霧
事件」の本文を読み解き，大気汚染の危害を理解させ
る。この後，汚染問題を討論させる。特に自家用車の
普及に関わる大気汚染について，車の利便性と汚染の
２つの側面から児童・生徒に討論させ，児童の批判的
考え力や意思決定力を高める学習過程となっている。
　２時間目では，野生動物保護地，自然保護区，砂漠
の整理，植樹活動などの学習を通して，児童が持続可
能な発展の工夫を討論させ，そのような意識を形成し
ようとする学習過程となっている。

表３．「空気を浄化して , 環境を保護する」の学習過程7）
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5.2　「問題解決学習」授業例の分析
（１）問いの構造
　課題「空気を浄化して , 環境を保護する」の問いの
構造は，以下の図５のようにまとめることができる。
　本課題では , まず Q２で「どうして人々は , 大気汚
染問題を深く注目しているのか」という問題を提起
し ,Q ３「今まで世界範囲でどのような大気汚染事故
があるか」を生徒に考えさせる。次に ,Q ４「大気汚
染の源は何か」を児童に討論させ ,Q ５「大気汚染は
人類生活にどのような影響を与えるのか」を導かせ
る。この後 ,Q ６「科学技術の発展に伴い汚染はどう
したらよいか」を考えさせ , すなわち , 児童の生活に
近い車 , エアコン , 冷蔵庫の利便性と汚染の両面性を
討論させことを通して ,Q ７「大気汚染を解決するた
めに , 我々はどうしたらよいか」を導かせる。さらに ,
課題１～５までの全体で学習した内容に基づいて , 全
体のMQ「持続可能な発展のために , どうしたらよい
か」を考えさせる問いの構造となっている。

図５．「空気を浄化して環境を保護する」の問いの構造

（２）知識の構造
　図６に示しているように , 本課題の知識の構造は ,
問いの構造に対応している。本課題では , まずA２で
「大気汚染問題は，厳しくなっている。」という事実的
な知識を児童に認識し , その次にA３と A ４では ,
大気汚染の典型例及び大気汚染の源に関する知識を生
徒に理解させる。A５で大気汚染が人類の生活や健
康に与えている悪い影響を明らかにする。さらに ,車 ,

4
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現代中国における小学校社会科授業論の改革
―北京師範大学出版社版「品徳と社会」教師用指導書の分析を通して―

エアコンなどの事例の討論を通して , 科学技術の発展
に伴い汚染の改善策であるA６「人類は , 知恵がある
動物である。前に向かって進歩続けると同時に , 大気
汚染問題の防止や改善のために , 自分の行動をも制約
するべきである。」ことを明確にする。最後に , 全体
のMAとして「野生動物保護地 , 自然保護区 , 砂漠の
整理 , 植樹すること , 節水運動 , 排出ガスの削減 , ノン
フロン冷蔵庫の使用など持続可能な発展の工夫が必要
である」を認識するという知識の構造になっている。
5.3　｢問題解決学習｣ 授業例の特色
　以上紹介してきた主題３「地球のガードマンになろ
う」の課題５「空気を浄化して , 環境を保護する」に
見られる「問題解決学習」の単元の特色は，以下の４
点にまとめることができる。
　第１に , 児童が大気汚染のような実際に直面してい

る社会問題を取り上げていることである。
　第２に , 主に「どうしたらよいか」という問いで ,
それらの社会問題の解決策を探っているような構成に
なっていることである。
　第３に , 教科書と資料の読み解きや討論を中心的に
展開している。児童の活動は多様である。調査 , 見学 ,
議論 , 交流 , グループの共同学習など多様な学習活動
が取り入れられている。
　第４に , 単元全体の「持続可能な発展を実現するた
めに , 人類はどうしたら良いか。」というMQを解決
するために , 水資源問題 , 砂漠化問題 , ゴミ問題 , 大気
汚染問題などの多様の視点から , 児童に環境問題を分
析させることである。多角的に解決方法を考えさせる
ような学習過程が組織されている。 

図６．「空気を浄化して , 環境を保護する」の知識の構造

６．おわりに
―授業論改革の特質と意義―

　以上 , 北京版教科書及び教師用指導書における「体
験学習」「探究学習」「問題解決学習」の典型的な授業
例を分析してきた。これらの分析をまとめると , 北京
版教科書に見られる小学校社会科授業論改革の特質と
しては , 大きく４点にまとめることができる。
　第１は ,北京版教科書の社会科授業では ,「体験学習」
「探究学習」「問題解決学習」という３つ授業論が取り
入れられていることである。
　第２に , 問いの構造の分析からもわかるように , 次
のような発問方式が基本となっていることである。す
なわち ,「体験学習」では ,「どのように」「どのような」,
「探究学習」では ,「なぜ」「どうして」,「問題解決学習」
では ,「どうしたらよいか」といった問いによって構
成されている。

　第３に , 各単元の中で ,「体験学習」「探究学習」「問
題解決学習」が相互に関連しながら学習が展開するよ
うに構成されていることである。例えば , 主題「人類
は土地で耕作する」では , 農業生産過程の体験 , 農業
経営の探究 , 農業分布の探究 , 環境問題の解決などの
要素を取り込んで,全体的に「体験学習」「探究学習」「問
題解決学習」３つの授業論をすべて取り入れた単元展
開となっている。
　第４に,発達段階を配慮して,中学年では「体験学習」
を中心に , 高学年には「探究学習」「問題解決学習」
を中心に構成されていることである。このような構成
となっているのは , 発達段階に応じて , 質の高い学習
方法を採用していると考えることができる。
　このような授業論は , いずれも従来の「単一的な学
習方式 , 知的に面白くない授業の克服」「児童・生徒
の創造力および実践能力の育成が困難」といった課題
を克服するために取り入れられていると考えることが
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できる。このような学習方式は , 自主的な学習能力を
高めると同時に , 児童の問題解決能力及び意思決定力
の形成にも有効であると考えられる。
　なお , 本研究は , 北京版教科書を取り上げ中国にお
ける社会科授業論改革の一事例を分析したものにとど
まっている。今後は，人民教育出版社版教科書 , 江蘇
教育出版社版教科書など他のより多くの教科書も取り
上げて分析を行い , 中国社会科授業論改革の全体像を
明らかにしていきたい。

【註】

１）「教学大綱」は，1990年代中国小学校の学習指導
要領 である。

２）任長松（2005）『高校新課程と探究式学習』天津
教育出版社，p. ３より抽出した。

３）「品徳と社会」課程標準（2011年版）に基づく教
科書がまだ発行されていないため，本研究では2002
年版教科書を中心に分析する。

４）本研究で分析した授業例は，北京版教科書の教師
用指導書の付録に，編集者が「体験学習」「探究学習」
「問題解決学習」の典型的な授業例であると示した
ものである。

５）中国国家教育部「品徳と社会」課程標準（2003年
版）p. ５より，抽出する。

６）北京版教科書教師用指導書４学年（下）より抽出
し，作成したものである。

７）同教師用指導書６学年（下）により抽出し，作成
したものである。
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